
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＬａｂｏＴｅｘによる無酸素銅の方位解析例 

  

 

 

 

 

 

  極点処理からＯＤＦ解析による VolumeFraction計算の手順を示します。 

  常にデータ処理結果を評価しながら解析を進めます。 

 

 

 

   

本資料掲載のＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２（１．５）ソフトウエアは 

 ＣＴＲソフトウエアを現在お使い場合、２０１９年９月１１日掲載の NewPoleFigureChekerで 

 動作環境を調べ、動作可能でしたら、サイトからソフトウエアを downloadしてください。 

 動作できない場合、ご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月２９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＣＴＲソフトウエアの ODFPoleFigure、ValueODFVF、GPODFDisplayソフトウエアの 

   サポートによるＬａｂｏＴｅｘの VolumeFraction計算を無酸素銅の解析に利用 

 

入力極点図 

 リガク RINT2000による測定 

  

 

極点処理(ODFPoleFigurte2) 

 計算 defocus補正＋再 defocusで補正 

 

 

 

 

 



計算された極点図 

 

 

 

ValueODFVFによるＲｐ％プロファイル評価 

  

  

 

       

測定データに 

少し異常が目立つ 



ＯＤＦ解析用データ作成 

  

  

 

ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析した Rp%と dRp% 

  

 再計算極点図を ExportしＲｐ％プロファイル評価 

  

 Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内を確認 

 



ＯＤＦ図Ｅｘｐｏｒｔし、VolumeFraction を行う方位を決定する 

４：２：1を考慮して方位順位を探る 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



VolumeFraction計算 

 

 

VolumeFractionの Error評価を Rp%プロファイルで確認（±１．５％以内） 

 

 Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内になり、VolumeFractionが求められた。 

VF%から計算した ODF図 



求められた VolumeFraction 

 

 

 VF%の Backgroundは指定した以外の結晶方位です、(randomも含まれます) 

 

 


